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rlOO万分の1日本地質図第3版

CD-ROM版｣から求めた

日本列島を構成する岩石の分布面積

村田泰章1)㊧鹿野和彦2)

1.はじめに

｢日本列島はどのような岩石で構成されている

か｣･この疑問に答えるには日本列島の地質図を見

ればよい.日本列島の地質構成が一目で分かるよう

な最新の図の一つにr100万分の1日本地質図第3

版｣(地質調査所,1992)がある.この図は数値化

され,この3月に数値地質図｢100万分の1日本地

質図第3版CD-ROM版｣(地質調査所,1995)と

して出版されており,日本列島の地質構成が一目で

分かるよう工夫されている.さらに,以下に述べる

ように,数値デｰタをコンピュｰタ処理することに

より,地質図に表現されているそれぞれの地質単位

について分布面積を迅速に求めることもできる.

日本列島を構成する岩石の分布面積を求めた例は

意外に少なく用いた資料も古い(小野･礒見,

1967;磯山ほか,1984)1そこで,ここでは,r100

万分の1日本地質図第3版CD-ROM版｣(地質調

査所,1995)から求めた日本列島を構成する岩石の

分布面積とその特徴について述べる.

2,100万分の1日本地質図第3版ClD-ROM

版の数値地質図デｰタベｰス

地質図を数値表現する際に一般的に利用されてい

るデｰタの形式にはベクトル形式とメッシュ移式の

2種類があり,用途に応じて使い分けられている

(村田,1987;村田ほか,1990).例えば,異たる

縮尺への編集にはベクトル形式が使いやすく,他の

デｰタとの重ね合わせにはメッシュ形式が便利であ

1)地質調査所地質情報センタｰ

2)地質調査所地質部

る.また,ベクトル形式からメッシュ形式への変換

は容易であるが,その逆は難しい.一般的にはメッ

シュ形式に比べてベクトル形式の方が汎用性が高

い.このようたことから,この3月に地質調査所

から出版されたr100万分の1日本地質図第3版

CD-ROM版｣(地質調査所,1995)のCD-ROMに

は多くのシステムで使用できるようにデｰタ形式の

異なる3つの地質図デｰタベｰス,すなわち,ベ

クトル形式地質図デｰタベｰス,メッシュ形式地質

図デｰタベｰス及び地質図画像(メッシュ形式デｰ

タから作成されたTIFF形式の地質図画像)デｰタ

ベｰスが納められている.メッシュ形式地質図デｰ

タベｰス及び地質図画像デｰタベｰスはベクトル形

式地質図デｰタから変換されたデｰタで構成されて

いる.デｰタの編集,検索だとはベクトル捗式地質

図デｰタベｰスを利用することになる.

ベクトル形式の数値地質図とは,地質界線や断層

を構成する一連の点のX座標とY座標によって表

現した地質図のことである.地質図の断層と地質界

線は折れ線(Arc)によって近似され,単一の地質区

分の分布域はそのArcを組み合わせてできる多角

形(Po1ygon)で表現される.各Arcは,その線要素

が断層か地質の境界線か,あるいはその両方を兼ね

るのかの情報を持っている.各Po1ygonはその領

域の地質は何かという情報を持っている.従って,

線要素の長さや線要素に囲まれた地質単位(Po1y-

g㎝)の面積は容易に求める事ができる･ちなみに,

r100万分の1日本地質図第3版CD-ROM版｣の

ベクトル形式地質図デｰタベｰス(村田ほか,

1995)によると断層の総延長は,24,693㎞となる.

キｰワｰド:数値地質図,日本地質図,ベクトル形式地質図デ

ｰタベｰス,地質単位,分布面積
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策1表100万分の1日本地質図第3版CD-ROM版に表現される各地質単位の分布面積

地質コｰド}�面積(㎞2)��地質コｰド�面積(㎞呈)��地質コｰド�面稜(k皿2)��地質コｰド■��面積(匡而里)�
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12�1,36里.57��62�O.OO��112�O.OO��162��2,361.07�

����〉�㌉����㌉�住��㌉����

���㌷�����������伉�������

15�133.76��65�24.5里��115�118.�10�165��159.74�

i6�2皇5.62��66�1,570.32��116�27.87��200��2,403.24�
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19�2,7壬8.40��69�3.21��工19�247.05��合計(湖除く)375,5里O.47���
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里1�156.84��91�163.27��141�73.09�����
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里5�O.00��95�73.37��145�308.54�����
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49�1.66��99�4,817.13��1星9�292,21�����
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*)地質コｰドは,口絵に示すそれぞれの凡例の番号に対応

100万分の1縮尺の地質図でこの長さである.詳し

く見たら日本列島のいたるところに断層があること

が容易に想像できよう.

3.日本列島を構成する岩石とそれらの分布

面積

日本列島の地質をどのように区分するかは人それ

ぞれであろう.その時代の考え方やデｰタの量や質

にも左右される.100万分の1日本地質図第3版で

は,できる限り地史的に意味のあると思われる境界

を持って年代区分し,産状を重視した岩相(岩石)区

分との組み合わせで地質単位を識別している(100

1995年9月号

万分の1日本地質図編さんの研究グルｰプ,1992).

100万分の1日本地質図第3版で識別された地質単

位の数は160で,第2版の92から大幅に増えてい

る.しかし,そのベクトル形式地質図デｰタベｰス

を利用すれば,容易にそれぞれの分布面積を算出す

ることができる1

次に,第1表に示す分布面積は,｢100万分の1

日本地質図第3版CD-ROM版｣のベクトル形式地

質図デｰタベｰス(村田ほか,1995)に示されてい

るもので,それぞれの地質単位に割り振られたコｰ

ドに対応する彩である.ここでは面積を小数点以下

2の位まで示しているが,原図作成に当たっては,

地質境界線を丸めたり,事情に応じて地質単位のく�
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村田泰章･鹿野和彦

第2表

目本列島を構成する各種岩石の分布面積

岩種

地質時代ま

面積(㎞2)比率(路)

堆積岩

第四紀

新第三紀

古第三紀

白亜紀

ジュラ紀

三畳紀

古生代

��㈸��

里6,822,76

��㈮�

10,207.工9

��〶

����

���㈱

㈱��

12.左7

��

㈬�

�㈰

�㌰

��

第四紀一

古生代

149.阯9.0839.91

堆積岩を主とする.古第三紀

付加コンブレックスｰ吉生代

60,802.9里16.19

[黒地性岩体:3,215.41]

火成岩を主とする古第三紀

付加コンブレックスｰ古生代

S,661.7ヨO.98

超苦鉄質火成岩類

先新第三紀

������

火山岩

第四紀

新第三紀

古第三紀

白亜･紀

^､629.9711.09

44一置85.1611,90

�㈵����

15･092･且2り2

第四紀一

白亜紀

105,669.1628.工3

深成岩

新第三紀

古第三紀

白亜紀

先自亜紀

3,947.岨3,05

�㌳����

㈸�����

1,工22.46.38

新第三紀

一古生代

39,208.0510.“

変成岩

先新第三紀

14.“2,513.85

[低圧型:里.207.01]

[高圧型=10',265.50]

合計

㌷����

堆積岩(付加コンプレックスを含む)56.10

火成岩(付加コンプレックス及び超苦鉄質火成岩を含む)坦O.05

変成岩3.85

‡)100万分の1日本地質図第3版には,新第三紀と古第三紀との境界にまたがる

年代(PG｡)の地質単位がある.ここではそれらの年代をより近い吉第三紀とした.

くり方にばらつきがあったことを考えると,それほ第3表には,従来の面積計算との比較を示した.

どの精度はないと思われる･今回の面積計算の結果を従来の結果と比較してみる

第2表には,各種岩石の地質時代ごとの分布面と,それぞれの時期で年代論や岩石の区分の仕方が

積を示した･第2表からは,日本列島がほとんど堆異なってはいるものの,上述の便向は大局的には変

積岩と火成岩とで構成されていること,その比がわらない.しかし詳細にみると違いもある.新第三

3:2であること,さらに新第三紀以降の堆積岩と紀堆積岩が減って第四紀堆積岩が増えている.これ

火山岩が日本列島の約6割を占めていること,そしは,従来後期鮮新世とされていたものが前期更新世

でそれらの比もほぼ3:2であることなどが読み取になったことと,新第三紀堆積岩に含められていた

れる･地質ニュｰスの六号で鹿野ほかが解説してい火砕岩をできるだけ堆積岩から切り離して火山岩に

るように,日本列島は古くから活動的大陸縁辺に位含めたことによる.先新第三紀堆積岩については,

直し,火成活動と堆積作用,そして付加作用が活発今回の計算では,近年の中･古生界研究の革新的成

であったと考えられており,岩石の構成比率はこの果に基づいて付加コンプレックスという地質単位を

ような事情を反映しているものと思われる.新たに導入しているため,直接比較できない.新築
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策3表

各種岩宿の分布面積の比較

卡楴��瑳��
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小野･礒見

���

磯山ほか村田･鹿野

������

堆積岩

[第四紀]

[新第三紀]

[吉第三紀]

〔白亜紀]

[ジュラ紀]

[三畳紀]

[古生代]

[付加
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漬
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��
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�㌀
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]シプレ叩クスなど]

火山岩

[第四紀]

〔新第三紀]

[古第三紀]

[白亜紀]

㈱�

〕20･里

28.2信.

��

��㌮

;1〕且.､

㈸�

��

��

�

�

深成岩14.2

(白亜紀噴出岩を含む)

[新第三紀コ

[古第三紀]

[白亜紀コ

[先白亜紀]

��

�

�

��

�

�

��

超塩基性岩などO.9

�㈰�

変成岩

[低圧型]

[高圧型コ

湖沼を除く369,800

総面積(㎞2)

㌶��　

㌷���������

三紀火山岩が減って第四紀火山岩が増えているの

は,岩相区分の変更で減った新第三紀火山岩の面積

よりも若い方へ年代が変更された新第三紀火山岩の

面積がより大きかったことを反映している.深成岩

や変成岩については第3表を見る限り大きな違い

は読み取れない.しかし,実際にはそれらの年代や

岩相についての研究は10年前に比べても格段に進

んでいることを忘れてはならたい.なお,日本の総

面積が異なるのは,原地質図の展開･作図上の誤差

や計測誤差等によるものと思われる.

以上述べたことのほかにも,第1-3表のデｰタ

から様々たことが読み取れるが,それは読者のお楽

しみとし･うことにしたい.

湯�������

磯巾功･斎藤英二･渡邊和明･橋本智昌･山田直利(1982):

100万分の1日本地質図(第2版)から求めた各種岩石･地層の

分布面積(付表:100万分の1日本地質図(第2版)の訂正)､

地調月報,vo1.35,p.25-47.

Saito,]V[.andMitsuchi,T.(1956):GeneraユRemarks.In:

Murakoshi,T.andHashimoto,K.(eds.),Geolo駆andMliner-

a1ResourceshJapan.Geo1o.Sun･.Japan.,p.1-7.

村田泰章(1987):地理情報システムの主た機能.物理探査,Y01.

���㌶���

村田泰章ほか(1995):ベクトル形式地質図デｰタベｰス.100万

分の1日本地質図第3版CD-ROM版,地質調査所

村田泰章･野呂春文･矢野雄策(1990):地質図デｰタベｰスの現

状と将来｡地学雑誌,vo1.99,p.570-577.

小野千恵子･礒見博(1967):日本列島におけるいろいろの岩石

のしめる面積の比較および考察.地調月報,vol.18,p.467-

��

文献

地質調査所(編)(1992):100万分のユ目本地質図第3版､地質調

査所.

地質調査所(編)(1995):100万分の1日本地質図第3版CD-

ROM版､地質調査所,

100万分の1日本地質図編さんの研究グルｰブ(1992):100万分の

1日本地質図第3版(全面改訂新版)の完成.地質ニュｰス,

MURATAYasuakiandK州｡Kazuhiko(1995)lTheareas

潦�敧����楴獣潭�楳楮����������

ca五｡1ロユatedbyusingtheGeo1ogica1MapofJapan1:

�〰�估���摩瑩潮��剏�敲�潮�

<受付:1995年5月17日〉

1995年9月号�


